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■通信途絶時におけるローカルデータの蓄積と、通信回復時のデータ共有および統合
■最⼩単位まで分解した時系列データによる統合処理と衝突検知
■重複データのまるめ処理、情報のエスカレーション処理

ＳＩＰ第３期スマート防災ネットワークの構築、サブ課題Ｃ「災

害実動機関における組織横断の情報共有・活用」において研究

開発を進めている。

本システムは災害実動機関が通信途絶を想定する災害現場に、

サーバに相当するハードウェア（X-ICSノード）を複数持ち込み

運用することを想定している。 そのため一般的なインターネットに

おけるクラウドサーバならびに、各X-ICSノードにおいて本システム

を稼働し、それぞれを独⽴して運用する。

各X-ICSノードはネットワークから孤⽴した状態でのデータ登録、

更新を受け付け、ノード間並びにクラウドサーバ間において、ノード

接近時のアドホック通信および、移動により一時的に回復した公

共通信等を使用し、データ同期、統合する処理を⾏う。 なお、

通信におけるデータリンク層からセッション層までの処理は、国⽴研

究開発法人情報通信研究機構（NICT）が開発したX-ICSを

使用する。
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災害実動機関間でデータの共有が可能になると、別々の組織

から登録された同一の被害情報がそのまま可視化されることになる

ため、重複したデータを同じデータとして丸める機能および、運用

ルールが必要になると思われる。

また、組織をまたぐ些細な情報（祖情報）が集まることで、有

用な推定情報が生まれる場合がある（情報のエスカレーション）。

このような推定情報は、推定元となる祖情報との親子関係を管

理する機能が必要になると思われる。

消防：猫の死骸

自衛隊：犬の死骸

警察：鳥の死骸
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